



























































The Management Style with Continuous Possibilities
















































































































































かなり良い 良い 変わらない 悪くなった 非常に悪い
卸売り店・商店 0.00％ 0.00％ 14.29％ 71.43％ 14.29％
製造業企業 0.00％ 41.67％ 41.67％ 16.67％ 0.00％
全体 0.00％ 26.32％ 31.58％ 36.84％ 5.26％
江別市
(卸売り店・商店：n＝6，製造業企業：n＝6)
かなり良い 良い 変わらない 悪くなった 非常に悪い
卸売り店・商店 0.00％ 0.00％ 33.33％ 66.67％ 0.00％
製造業企業 16.67％ 50.00％ 16.67％ 16.67％ 0.00％






































































































































































































































顧客地域 1 江別市 2 札幌市 3 道内 4 道外 5 外国
卸売り店・商店
(N＝4)
11 6 6 0 1
製造業企業
(N＝6)










17 9 2 0 0
製造業企業
(N＝11)


























































































































































































































































































商店 製造業企業 墨田区計 製造業企業
１)技術や技能の継承 42.86 66.67 57.89 66.67
２)後継者 14.29 25.00 21.05 50.00
３)社員間のコミュニケーション 14.29 33.33 26.32 50.00
４)働き過ぎ 28.57 16.67 21.05 0.00
５)教育訓練や研修 14.29 41.67 31.58 50.00
６)既存製品，サービスの高付加価値化 42.86 50.00 47.37 83.33
７)新製品，サービスの開発 57.14 50.00 52.63 100.00
８)経営規模の拡大 14.29 0.00 5.26 16.67
９)経営の多角化（新規事業への進出など） 14.29 41.67 31.58 16.67
10)経営の合理化（規模縮小） 14.29 16.67 15.79 16.67
11)経営の差別化あるいは差異化 14.29 33.33 26.32 50.00
12)経営に対する的確なビジョン・政策 14.29 50.00 36.84 66.67
13)生産部門の海外移転 0.00 0.00 0.00 0.00
14)研究開発の強化 0.00 41.67 26.32 50.00
15)販売網の拡充・営業力の強化 14.29 25.00 21.05 66.67
16)新鋭設備の導入 14.29 25.00 21.05 50.00
17)業務の情報化，IT化 14.29 25.00 21.05 50.00
18)企業間情報ネットワークの強化 0.00 16.67 10.53 0.00
19)他企業との提携強化 0.00 41.67 26.32 33.33
20)生産やサービスでの自前の技術・熟練の向上 14.29 16.67 15.79 33.33
21)事業転換 14.29 8.33 10.53 0.00











































































































































商店 製造業企業 墨田区計 製造業企業
１)地元企業のネットワーク 4.29 2.08 2.89 2.33
２)地元商店街のネットワーク웬웋 3.14 4.27 3.83 4.00
３)インターネット利用 3.14 2.00 2.42 2.33
４)業界紙誌の情報 3.86 3.58 3.68 2.83
５)他社との共同事業 3.43 2.42 2.79 2.83
６)直接顧客から得た情報 1.57 1.58 1.58 2.33
７)銀行等金融機関との取引 2.57 2.00 2.21 2.33
８)自社の従来からの技術・ノウハウ 2.14 1.42 1.68 1.83
９)自社で開発した新しい技術・ノウハウ 2.57 1.50 1.89 2.25
10)取引先等から導入した技術・ノウハウ 3.29 2.83 3.00 3.33
11)従業員との関係웬워 4.67 2.00 2.89 2.00
12)地元の人たちとの関係 2.57 1.92 2.16 1.83























５)自然環境を守ること 28.57％ 41.67％ 36.84％
















12)人間関係 57.14％ 50.00％ 52.63％


























５)自然環境を守ること 50.00％ 66.67％ 58.33％
















12)人間関係 83.33％ 33.33％ 58.33％

















































































1 江別市 2 札幌市 3 岩見沢市 4 これ以外の市町村
全体 21.51％ 75.45％ 0.52％ 2.52％
卸売り店・商店 73.68％ 26.32％ 0.00％ 0.00％
表16-1 墨田区の地域別の社員の割合
1 墨田区 2 江東区，台東区，など隣接の区 3 23区内
4 これ以外の
都県
全体 31.42％ 10.57％ 41.99％ 16.01％
卸売り店・商店 65.79％ 13.16％ 5.26％ 15.79％
表17 地域と経営についての意見
墨田区製造業企業の地域と経営についての回答
S-M-1社：狭い分，情報が入りやすいが，だからと言ってみんなで何かをやろうという事では無かった。異業種との関
わりを持つことが大事。
S-M-2社：企業間ネットワークは他にはないもの。墨田区だからできることだと思う。
①これからの日本のモノづくりを支えるのに必要なことは何か。「新しいものをつくるノウハウしか，海外の国には勝
つことは出来ない。特に中国が急速に発達している為，日本が中国に追い抜かされるのも時間の問題だろう」。
②今後の問題点として，「団塊の世代の人達が今の日本のモノづくりを支えているが，それもあと5～6年が限度であ
ろう」。
S-M-3社：昔（４年前まで）は24時間やっていたが，周りの住民のクレームにより今は22時までにすることにした。
S-M-4社：地域住民（特に隣接している家）への騒音，環境汚染，異臭の配慮を怠らない。
S-M-5社：若い人が中央にかたまっていると下町が盛り上がらないので下町を盛り上げるようにする。人材不足。
S-M-6社：地域の一員として環境問題に取り組んでいく。
S-M-7社：墨田区は，区役所が積極的に中小企業を後押ししてくれているので助かっている。このような地域はない。
役所を通じて知り合い，地域のネットワークが盛んになる。地域と会社がほどよい関係を築くことが大切。役所の人
が間に入ってくれている。
S-M-8社：モノ作りの元気のある優秀な会社に選ばれた。個人的な考えではあるが墨田シリコンバレー計画を考えてい
る。いろいろな異業種の企業が協力しあい突出した企業をうまく１つの地域に集めればひとつのブランドになると思
う엊
S-M-9社：一人では難しいことも多く集まればできる。それぞれの得意分野を持ち寄る。ネットワークを組み弱さを補
う。情報も知っているか，知らないかでは大分違う。
S-M-11社：最低限迷惑をかけないことです。理想をいえば，地域からあこがれを持たれるように，ということです。当
社から帽子を贈られた小学校卒業者が入社してくれたことに代表されるでしょう。
S-M-12社：後継者不足が問題。空洞化対策は自分のところでしかできないことをもつ。墨田に会社を設立した理由は生
まれた場所だから。これでいいということはない。常に上を目指すことが大事。
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むすびにかえて
生活の質が語られるとき，地域の雇用を守り，つ
くることに寄与する「持続的発展可能性を持つ経営」
の価値は今後とも大きくなることはあっても，小さ
くなることはないであろうことをこの調査内容は示
してくれているものと考える。このように考えられ
るのは，「着実に発展し，確実に成果をあげている」
経営の中身について，この調査に協力してくれた経
営者のみなさんが，質問に真正面から語ってくれた
からである。それは調査員である学生が，質問票を
もとにはじめて経営者に直接尋ねる状況を前にした
経営者のみなさんが教育的配慮を含めて，彼ら／彼
女らの率直さへの極めて正確，正直な対応をしてく
れたからだといえる。
たとえば，会社に対する考え方に，それは如実に
表れている。墨田区の製造業企業（S-M-11社）の専
務さんは「大企業との違いは，会社に対する考え方
が違うと思う。会社は，株主，オーナー，従業員の
ものですが，株主配慮はない。配当はいくらを考え
るより，従業員のことを考える」，と企業のあり方を
語ってくれている。また，江別市のE-M-1社社長が
「自分の住んでいる街を好きにならなくては会社は
発展しない」といわれるように地元地域との共存・
発展に企業の発展を語る意味は大きい。なぜなら，
企業の持続的な発展の一つの基盤が雇用にあるから
であり，そこに将来をつくる「人づくり」が連動し
ているからに他ならないからである。
それとは対照的に，ここ最近目立ってきたことは，
地方に進出している大企業の工場が，本社の「選択
と集中」戦略から，いとも簡単に工場を閉鎖し，労
働者とその家族そして地域の生活に不安を与えてい
ることである。このことは，われわれの調査した多
くの経営者の方たちの考え方や経営の方向性と真っ
向から違っているように見える。また，「格差社会」
が言われて久しいが，その原因に政治と行政の貧困
表17 (つづき)
墨田区卸売り店・商店の地域と経営についての回答
S-S-1社：お互いが，売り買いがあるのが望ましいと思う。金のやり取りのないところで貢献するのが望ましいと思う。
区内でできる仕事は，区内で，を意識したい。
S-S-2社：商売を離れての街づくり。住みよい街づくり。
S-S-3社：社会貢献，地域貢献しないと商品は売れない。町内会協力は絶対に必要。人間関係，隣付き合いが大事。
S-S-4社：3E，つまりエンジョイ，エキサイティング，イージーで貢献する。
S-S-5社：いつでも地域と一体化している。周りと同じサイクルで祭りなどにも参加し，地域の人々と協力し合ってコ
ミュニケーションをとる。
S-S-6社：イベントを企画し，商店街を活気付け地域に貢献したい。
S-S-7社：貢献するのには時間が必要。商店街の人間は忙しいからを理由にしているから。
江別市製造業企業の地域と経営についての回答
E-M-1社：住めば都，自分の住んでいる街を好きにならなくては会社は発展しない。
E-M-2社：地域ブランドの育成は，地域の活性化と企業の発展と結びつく。地域と経営を結びつけて経済システムの中
に取り組むことが継続性を生む。
E-M-3社：地域の人たちに楽しんでもらいたい。
E-M-4社：地域の人が誇れる会社作りをしたい。江別にこの会社ありと思われる会社作り。地元＝北海道の中で人気者
に，そして世界へ。
E-M-5社：地域住民と良好な関係を築くことが大事。地元に貢献する。公害などトラブルを起こさない。
E-M-6社：土地の人を採用，地域に認められる。企業に関心を持たせる。地元にねづく経営。
江別市卸売り店・商店の地域と経営についての回答
E-S-1社：今まで行ってきたこと全てが跳ね返ってくる。
E-S-3社：大型店が価格下落をしないでほしい。それにはいい物はいい엊という考えを捨てないでほしい。／法律が甘
い。赤字になるような金額で物を売ってはいけない。更に値下げしました，等と書いてはいけない。これらを破って
も罰則が罰金しかないため。
E-S-4社：たくさんのお店がほしい。この辺はご飯を食べるところすらない。ラーメン屋とかが出るといいのでほしい。
だからいろんな業種にきてほしい。そして人の循環の回復。
E-S-5社：商売とは地域のお客様の役に立つ事を考え，それが結果に繫がっていく。商店街自体が高齢化している。コ
ンビニが商店街を潰している。
E-S-6社：大麻は土地が広いのでその土地を分割してそこを若い人に提供する。雪かき等のお手伝いを若い人がやって
いる。高齢者から若者へ人間の入れかえが必要。／大麻は他の町とは造りが違う。自然にできたのではなく第三者に
よって人工的に造られた町である。なので造り直しが必要である。
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があげられるのはいうまでもないことだが，同時に，
「人間らしく生きるための社会権の保障と発展」웍웗に
目を向けない企業経営（とりわけ大企業）のあり方
に厳しい問いかけがなされてしかるべきであろう。
最後に，「07調査」で，多忙な仕事の時間を割いて
協力していただいた企業のみなさんに，そして調査
にあたって協力と助言を惜しまなかった深中メッキ
株式会社深田稔社長（札幌学院大学客員教授）と墨
田区役所のみなさん，さらに江別市役所のみなさん
にはこの場を借りて改めて御礼を申し上げたい。
쒝 調査協力企業名一覧 쒝
三進製作所，大里化工，一松硝子，岩井金属金型製
作所，森川製作所，東日本金属，鋲勝製作所，東京
彫刻工業，仲田産業，楓岡ばね，竹内工業，サンテッ
ク，古河，森田屋履物店，さがみ庵，肌着の大和，
三善豆腐工房，鈴むら，とり正，江別製粉，菊水，
トンデンファーム，電制，北辰フーズ，王子鯨岡製
袋，和洋酒の店曲〆林数男商店，カフェレストジタ
ン，やまほ，大麻フォトスタジオ，岸本ふとん店，
奥野商会，計31社。
注
１)2007年のこの調査に参加した諸君は，ゼミ長で
「商店街調査」グループ・リーダーの花田和哉君，
「モノづくり調査」グループ・リーダーの斉藤貴大
君を中心にして，青木真之，伊東徹浩，金澤厚太，
小島由郁，佐川彩美，高野領太，高村千尋，竹内
理沙，外内清貴，馬場友昭，広瀬侑絵，本田恵里，
八木直人，の諸君であった。
２)帝国データバンク史料館・産業調査部編『百年
続く企業の条件―老舗は変化を恐れない―』（朝日
新書）朝日新聞出版，2009年９月，４ページ参照。
３)國島弘行「社会と企業の経営学」國島弘行・重
本直利・山崎敏夫編著『「社会と企業」の経営学―新
自由主義的経営から社会共生的経営へ―』ミネル
ヴァ書房，2009年４月，参照。
（たかぎ きよし 経営学専攻)
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